
わが町の地方創生

↑ランニングマシンなどを揃えたじゃがじゃがジム

　6 月 4 日、関東学院大学（神奈川県）と長島大
陸ぶりうま食堂（キッチンカー）によるコラボ出
店が行われました。
　当日は、同大学内でスポーツフェスティバルが
開催されており、長島大陸のキッチンカーを出店。
同大学の新井ゼミナールの学生らが、フェスティ
バルに来場した家族連れなどに長島大陸の宣伝を
しました。
　キッチンカーには、多くの人が足を運び、赤土
ジャガイモのフライやブリそぼろ弁当など、完売
が続き、大盛況となりました。

地域おこし協力隊
～新たに１人を採用～

　町では、６月から新たに１人を「地域おこし協
力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の
拡大や、地域資源の発掘・情報発信に取り組んで
いきます。
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　はじめまして！ 6 月から地域おこし協力隊として着任
した甲斐友也です。
　これまで、食のイベントや、鹿児島市内で不定期の食
堂をやっていたこともあり、これからは、今までの経験
を生かして、長島の食材を使った料理を提供する場を作
り、長島の豊富な食材を全国に広めていきたいと思って
います！
　科学と読書と食べることと話すことが大好きです！皆
さんよろしくお願いします！ 生産者ら自らが「長島町フェア兼商談会」を実施

↑長島町をＰＲする新井ゼミの学生ら

関東学院大学で長島町をＰＲ ～長島大陸ぶりうま食堂～

ぶり奨学金制度、寄付者の紹介

◎問い合わせ先
　役場総務課
　☎（86）1111［代表］
　長島町教育委員会教育総務課
　☎（88）5679［直通］

　この制度は、長島町と提携した鹿児島相互信用金庫から借りた「ぶ
り奨学ローン」を返済する際、奨学対象である卒業生が地元に戻っ
てきた場合、その返済額が「ぶり奨学金基金」から補てんされる、
長島町ならではの奨学金制度になります。
　この度「ぶり奨学金基金」に次の団体から、寄付をいただきました。
　・ながしまマンダリングループ
　本基金への寄付金は、法人の場合も、法人税確定申告などで、損
金として算入することができ、控除対象となります。
　「ぶり奨学金」は長島の子育てをみんなで支える仕組みです。ぜ
ひ皆さまにおかれましても、本制度に対する寄付へのご理解・ご協
力をよろしくお願いします。

活動拠点を日本マンダリンセンター３階に
　本町の医療費削減、健康推進をテーマに、
これまで鹿児島相互信用金庫長島支店と平尾
老人憩いの家で開設していた長島大陸じゃが
じゃがジムは、６月から活動拠点を日本マン
ダリンセンター３階に移しました。
　新たな拠点には、ランニングマシン２台、
エアロバイク２台、トレーニングマシン３台
とエクササイズの幅も広がりました。
　今後は、非会員の人でも参加できるイベン
トを多数行っていく予定です。
○利用料金
　・会員　4,320 円 / 月
　・体験・都度利用　1,620 円 / １回
※完全予約制となっていますので、問い合
わせください。
◎問い合わせ先
　長島大陸じゃがじゃがジム  鬼氣
　☎０８０（８５７３）８５５７

長島大陸じゃがじゃがジム

○じゃがじゃがジム時間割
曜日  

時間 月 火 水 木 金 土

  9:00 ～ 9:45 ○ ○ ○ ○ ○ ×

10:00 ～ 10:45 ○ ○ ○ ○ ○ ×

11:00 ～ 11:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

12:00 ～ 12:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13:00 ～ 13:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14:00 ～ 14:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15:00 ～ 15:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16:00 ～ 16:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17:00 ～ 17:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18:00 ～ 18:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19:00 ～ 19:45 ○ ○ ○ ○ ○ ○

20:00 ～ 20:45 ○ ○ ○ ○ ○ ×

　6 月 23 日、神戸三宮にある「フレンチレスト
ランバール アンティーク」で長島町の生産者 3
人（石元淳平氏、磯永慎也氏、水永魁人氏）によ
る長島町フェア兼商談会を実施しました。
　当日は、約 20 人の料理人と 50 人の一般来店
者が参加する中で、生産者 3 人自らが料理を運び、
お客に食材や長島町についてプレゼンテーション
を行いました。
　同町の岩牡蠣、アオサ、不知火（デコポン）、
赤土ジャガイモ、島美人・島娘、サワーポメロな
どを口にした人は、「長島町を知る良い機会になっ
た」、「こんなに美味しい岩牡蠣は初めて食べた」
など喜びの表情を浮かべていました。
　生産者 3 人も「お客さんの素直な反応を直接
見ることで、自信やモチベーション向上に繋がる」
と今回のフェアで得た経験に満足していました。

　補助金や助成金に頼らず、同町生産者の協賛な
どで行った今回の活動を、今後も継続的に実施
し、都心部飲食店とのさらなる関係構築を目指し
ます。

↑フェアを成功に終わらせた生産者らとアンティークの大町シェフ
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